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広
島
の
ダ
ン
プ
労
働
者
の
新
聞 

ダ 
ン 

プ 

通 

信 

徒 

然 

草 

■
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
か
月
余

り
。
こ
こ
に
き
て
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
立
冬
が
過
ぎ
冬

本
番
が
来
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
山
も
ま

す
ま
す
色
づ
い
て
き
た
◆
今
後
の
日
本

の
有
様
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
の
あ

る
法
律
が
国
会
に
出
さ
れ
、
政
府
は
来
年

四
月
に
は
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
い

ま
の
国
会
（
一
二
月
一
〇
日
会
期
末
）
で

成
立
さ
せ
よ
う
と
審
議
を
急
い
で
い
る

が
、
出
さ
れ
た
ば
か
り
で
中
身
が
ひ
と
つ

よ
く
わ
か
ら
な
い
。「
労
働
力
不
足
で
外

国
人
労
働
者
に
頼
る
し
か
な
い
」
と
財
界

団
体
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
と
の
こ
と
◆

確
か
に
「
労
働
力
不
足
」
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
介
護
現
場
や
建
設
現
場
な
ど
特

定
の
業
種
・
サ
ー
ビ
ス
に
労
働
力
不
足
が

偏
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
人
が
集

ま
ら
な
い
の
は
仕
事
の
内
容
に
反
し
て

報
酬
（
賃
金
）
が
安
い
の
が
一
番
の
原
因

だ
と
思
う
。
待
遇
を
大
幅
に
引
き
上
げ
て

も
労
働
者
が
来
な
か
っ
た
と
い
う
の
は

あ
ま
り
聞
か
な
い
◆
介
護
現
場
の
労
働

者
の
賃
金
は
平
均
的
な
労
働
者
の
賃
金

よ
り
も
年
間
七
〇
万
円
も
低
い
と
い
う

調
査
も
あ
る
。
ま
た
外
国
人
の
技
能
実
習

生
の
失
踪
理
由
も
「
高
い
賃
金
を
求
め

て
」
と
い
う
の
は
「
ウ
ソ
の
デ
ー
タ
」
だ

っ
た
と
法
務
大
臣
が
陳
謝
し
た
ば
か
り
。

ま
た
か
！
と
思
っ
て
し
ま
う
◆
今
の
国

会
で
成
立
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
の
世

論
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。「
そ
ん
な

に
急
い
で
ど
こ
へ
行
く
」
で
あ
る
。（
Ｍ
） 

    

10 トンダンプというのはない、総重量 20

トン未満と認識して過積載根絶指導を要請 

ダンプキャラバン（2日目）が終了しました 

災害復旧工事の本格発注はこれから・・ 

  

 

 

 

 

 

 

を発出しました。「再度の文書対応も検討し

たい」などと回答がありました 

任
も
元
請
け
責
任
も
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強

調
。
災
害
復
旧
工
事
で
の
ダ
ン
プ
持
ち
労
働
者
の
労
働

条
件
改
善
で
整
備
局
や
県
や
広
島
市
、
呉
市
に
『
緊
急

の
要
請
書
』
を
出
し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

今
後
も
ダ
ン
プ
の
労
働
条
件
改
善
や
建
設
業
界
の
向

上
に
向
け
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
パ
ン
フ
を
会
員

（
会
社
）
に
配
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
総
重
量
二
〇
ト
ン
未
満
と
認
識 

午
後
一
時
過
ぎ
に
は
県
の
出
先
広
島
県
東
部
建
設

事
務
所
に
要
請
、
上
田
隆
博
所
長
、
武
田
和
史
次
長
な 

ど
各
担
当
部
署
の
幹
部
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

広
島
ダ
ン
プ
支
部
は
、
七
月
の
豪
雨
災
害
の
影
響
で
要
請
で
き
な
か
っ
た
「
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

二
日
目
（
七
月
一
八
日
）
の
要
請
先
（
三
か
所
）
へ
の
要
請
行
動
を
一
一
月
一
五
日
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
県
本
部
の
中
藤
久
雄
委
員
長
は
じ
め
ダ
ン
プ
支
部
か
ら
武
田
事
務
局
長
、
岩
男
執
行

員
、
山
田
特
別
執
行
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
災
害
復
旧
工
事
現
場

も
人
手
が
不
足 

午
前
中
は
地
元
建
設
業
会
社
が
加
入
し
て
い

る
広
島
県
建
設
工
業
協
会
に
要
請
、
宮
本
純
治

事
務
局
長
が
応
対
、
七
月
豪
雨
災
害
の
こ
と
が

話
題
に
な
る
と
と
も
に
、
災
害
復
旧
工
事
で
人

手
が
不
足
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
同

時
に
「
担
い
手
三
法
」
の
こ
と
も
意
見
交
換
し

ま
し
た
。 

組
合
側
か
ら
は
「
担
い
手
三
法
」
で
は
、
建

設
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
の
た
め
発
注
者
責 

 

双
方
か
ら
代
表
挨
拶
と
自
己
紹
介
の
後
、

武
田
事
務
局
長
が
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
趣
旨
説

明
を
行
い
そ
の
後
意
県
交
換
し
ま
し
た
。 

 

岩
男
執
行
委
員
は
組
合
の
過
積
載
実
態

調
査
に
関
し
て
「
一
〇
ト
ン
積
め
る
ダ
ン
プ

は
な
い
の
で
総
重
量
二
〇
ト
ン
未
満
と
認

識
し
て
過
積
載
防
止
を
指
導
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

災
害
復
旧
工
事
で
は
、
事
務
所
が
管
轄
す

る
所
は
一
三
〇
〇
ケ
所
に
も
の
ぼ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ダ
ン
プ
の
地
場
単
価
の
改
善

に
つ
い
て
も
強
く
要
求
し
ま
し
た
。 

 

要
望
を
真
摯
に
受
け
止
め

て
い
ま
す
（
福
山
市
） 

 

福
山
市
建
設
局
で
は
契
約
課
長
は
じ
め

三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
「
組
合
の
要
望
を

真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
」
と
し
て
、
四
月

一
日
実
施
の
「
入
札
及
び
契
約
制
度
の
改
正

内
容
」
を
工
事
契
約
者
に
渡
し
て
指
導
し
て

い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。
過
積
載
の
防
止
や

建
退
共
の
証
紙
の
貼
付
な
ど
に
つ
い
て
元

請
け
に
周
知
徹
底
す
る
内
容
が
書
か
れ
て

あ
り
ま
す
。 

 

 

 

個人賠償責任保険へ加入を 

 例えば自転車を倒して傷をつけ

たり、壊したりした場合など日常

生活での「思いがけない」賠償事

故のを補償する責任保険です。今

年加入直後に 10 万円近い事故を

起こし、保険で早速賠償し、喜ば

れました。これから加入する分は

来年 4 月 1 日発効となります。

（1650 円/年） 

 組合にご連絡ください。 

写真上から広島県建設工業協

会、広島県東部建設事務所、

福山市に要請しているとこ

ろ。（11月 15日） 
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今
後
の
組
合
活
動
日
程 

一
二
・
一 

建
交
労
青
年
部
総
会
（
～
二
日
） 

一
二
・
三 

「
三
の
日
」
行
動 

一
二
・
五 

建
交
労
広
島
県
本
部
執
行
委
員
会 

一
二
・
七 

広
島
県
二
〇
一
九
春
闘
共
闘
結
成
総
会 

一
二
・
一
四
ヒ
ロ
シ
マ
地
域
総
行
動
実
行
委
員
会 

一
二
・
一
五
企
業
組
合
福
山
定
例
会 

一
二
・
二
〇
広
島
労
職
支
部
執
行
委
員
会 

一
二
・
二
一
ダ
ン
プ
ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

一
二
・
二
八
仕
事
納
め 

 

二
〇
一
九
年 

一
・ 

七 

仕
事
始
め 

一
・ 

九 

新
春
宣
伝
行
動
、「
組
合
旗
開
き
」 

一
・
一
一 

中
国
地
協
事
業
団
・
高
齢
者
交
流
会 

一
・
一
二 

ダ
ン
プ
企
業
組
合
広
島
定
例
会 

一
・
一
九 

ダ
ン
プ
企
業
組
合
呉
定
例
会 

一
・
二
六 

建
交
労
中
央
委
員
会 

一
・
二
六 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

一
・
二
七 

建
交
労
全
国
ダ
ン
プ
部
会
総
会
（
～
二
八
日
） 

二
・ 

三 

県
本
部
二
〇
一
九
年
春
闘
討
論
集
会 

 
 
 
 
 
 

  
 

      
 

 

       

要
注
意
！
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す

広
島
と
呉
で
交
通
安
全
講
習
会
を
開
催 

 

 

一
一
月
一
〇
日
（
土
）
は
広
島
で
、
同
一
七

日
（
土
）
は
呉
市
で
毎
年
定
例
の
「
交
通
安
全

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
企
業
組
合
の
組

合
員
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
約
三

〇
人
が
参
加
し
、
講
師
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
の
講
義
に
目
と
耳
を
集
中
し
ま
し
た
。 

 

広
島
の
講
習
会
に
は
交
通
安
全
協
会
か
ら
、

呉
の
講
習
会
に
は
交
通
安
全
運
転
協
議
会
か

ら
講
師
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
く
に
広
島

の
講
師
は
交
通
機
動
隊
勤
務
の
と
き
山
陽
道

の
「
八
本
松
ト
ン
ネ
ル
」
事
故
処
理
に
あ
た
っ

て
お
ら
れ
「
長
時
間
運
転
」
の
危
険
性
に
つ
い

て
強
調
し
ま
し
た
。 

 

講
義
終
了
後
は
武
田
喜
成
事
務
局
長
か
ら

最
近
の
事
故
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
軽
微
な
人

身
事
故
や
物
損
事
故
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
事
故
が
多
発
す
る
年
末
に
近
づ

い
て
お
り
、
一
層
安
全
運
転
に
心
が
け
る
こ
と

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
高
齢
運
転
手
に
よ
る

「
逆
走
」
な
ど
に
よ
る
重
大
事
故
も
増
え
て
お

り
「
も
ら
い
事
故
」
を
避
け
る
た
め
に
も
よ 

  

り
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
軽
微
な
事
故
と
思
っ
て
も
必
ず
事
務

所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。 

（
写
真
上
は
広
島
の
講
習
会
、
下
は
呉
で
の
講

習
会
の
様
子
） 

県庁前で開催された県民集会

の参加者と建交労の旗（11 月

3 日県庁前広場にて） 

 

越
智
竜
也
先
生
に
不
当
判
決
！ 

 

控
訴
し
闘
う
こ
と
を
表
明 

西
区
に
あ
る
私
立
山
陽
学
園
高
校
を
雇
い
止
め
さ
れ
た
越

智
竜
也
先
生
が
「
四
年
目
か
ら
は
専
任
教
諭
に
す
る
」
と
の

約
束
を
守
ら
ず
、
明
確
な
理
由
も
示
さ
ず
雇
い
止
め
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
と
学
園
側
を
訴
え
た
地
位
確
認
等
請
求
事

件
裁
判
の
判
決
が
一
〇
月
三
一
日
広
島
地
裁
（
小
西
洋
裁
判

長
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

学
園
で
も
問
題
あ
り
改
善
さ
れ
た
金
銭
取

り
扱
い
の
ミ
ス
を
「
着
服
」
と
決
め
つ
け 

 

判
決
の
中
で
、
学
園
側
が
当
初
雇
い
止
め
理
由
に
あ
げ
て

い
た
「
自
習
時
間
が
多
い
」
な
ど
一
〇
項
目
に
も
及
ぶ
内
容

に
つ
い
て
は
す
べ
て
退
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
園

側
が
裁
判
に
な
っ
て
か
ら
新
た
に
付
け
加
え
て
き
た
金
銭
の

取
り
扱
い
（
現
在
で
は
改
善
さ
れ
て
教
員
は
扱
わ
ず
事
務
局

で
取
り
扱
っ
て
い
る
）
に
関
わ
る
ミ
ス
を
「
着
服
」
と
決
め

つ
け
学
園
側
の
雇
い
止
め
を
認
め
る
不
当
な
判
決
を
行
い
ま

し
た
。「
越
智
先
生
を
職
場
に
戻
し
、
民
主
的
な
山
陽
高
校
を

つ
く
る
会
」
で
は
直
ち
に
控
訴
を
表
明
、
闘
う
体
制
強
化
の

た
め
一
一
月
一
八
日
（
日
）
に
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
「
つ
く
る
会
」
総
会
で
挨
拶
す
る
越
智
竜
也
氏
） 

 

 

 

 

県
民
集
会
に
三
五
〇
人
が
参
加 

 

一
一
月
三
日
（
祝
）
の
午
前
一
一
時
か
ら
県
庁

前
広
場
で
「
『
安
倍
自
公
政
権
』
も
う
い
や
だ
！

守
れ
！
く
ら
し
、
い
の
ち
、
人
権
、
平
和
１
１
・

３
県
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
三
五
〇
人
が
参
加
、

建
交
労
広
島
ダ
ン
プ
支
部
、
県
本
部
か
ら
も
参
加

し
ま
し
た
。（
写
真
上
） 

 

集
会
で
は
実
行
委
員
長
の
神
部
県
労
連
議
長

が
挨
拶
、
労
働
組
合
や
女
性
団
体
、
平
和
団
体
な

ど
か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
、
安
倍
「
暴
走
」
政
治

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
平
和
と
民
主
主
義
、
い
の
ち

と
、
暮
ら
し
と
、
雇
用
を
守
る
た
た
か
い
を
、
さ

ら
に
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
、
と
の
集
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
、
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

  

 

越智先生を職場に戻し、民主的

な山陽高校をつくる会総会 

（11 月 18 日弁護士会館） 
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